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研究成果の概要（和文）：縄文時代人の生活誌を明らかにするため、千葉県大膳野南貝塚、埼玉県神明貝塚、岩
手県長谷堂貝塚、および岩手県野々前貝塚から出土した縄文時代人骨群について、椎骨と四肢骨における変形性
関節症の出現状況を調査した。その結果、変形性関節症の出現頻度が、成人の男女間および遺跡間で相違してい
る様相を見出した。この所見は、縄文時代における性的分業の存在、および、縄文時代の遺跡別集団間で労働・
作業量が相違していた可能性を示唆するものである。

研究成果の概要（英文）：To clarify the life style and life condition of the Neolithic Jomon people, 
appearance frequencies of osteoarthritis in the Jomon skeletons were investigated. The materials 
were the vertebrae and limb bones of Jomon human remains from the Daizen-no-minami shell mounds in 
Chiba prefecture, the Shinmei shell mounds in Saitama Prefecture, Hasedo shell mounds in Iwate 
Prefecture, and Nonomae shell mounds in Iwate Prefecture. As a result of the investigation, it was 
confirmed that the appearance frequencies of osteoarthritis were different between adult males and 
females and among the site groups. These findings suggest that there was sexual division of labor in
 the Jomon period and work volume were significantly different among the Jomon site groups.

研究分野： 人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本列島の人類史を考える上で、縄文時代
人は特別な位置を占めている。旧石器時代の
人骨化石が（生物地理と文化史の異なる琉球
列島を例外として）わずかしか見つかってい
ないため、出土例が豊富な縄文時代の人骨資
料が、列島の初期人類史の解明に必要不可欠
だからである。 
 人類史の研究は、人びとの由来や成り立ち
を明らかにしようとする系譜論的研究と、運
動量や健康状態、食性など生活誌を復元しよ
うとする生物考古科学的研究に大別できる。
かのエドワード・モースが大森貝塚から出土
した人骨を報告して以来、縄文時代人骨研究
の歴史は百数十年に及ぶが、その長い研究史
の中で、多くの人類学者の興味は日本列島の
人びとの起源を探る系譜論的研究に寄せら
れてきた。一方、生物考古科学的研究の成果
は系譜論的研究に比べると必ずしも多くな
く、齲蝕やストレス・マーカーの古病理学、
バイオメカニクス、人口学、安定同位体分析
による食性復元などで重要な研究がなされ
てはいるが、縄文時代人の生活誌を十分に明
らかにするには至っていない。 
 生活誌を議論するうえで重要な人骨形質
の一つとして、変形性関節症が挙げられる。
変形性関節症とは関節に限られた局所的な
疾患で、その主な成因は長年にわたる関節へ
の力学的な負荷、あるいは機械的ストレスと
される（①鈴木, 2003）。したがって、変形性
関節症の出現状況を調べることで、生前の運
動負荷や活動量を評価することが可能とな
る。変形性関節症としてあらわれる骨変化に
は、（1）変性した関節面の象牙様変化、（2）
関節辺縁にみられる過剰な骨形成、（3）関節
面下の骨質内に形成される空洞状の嚢腫が
あり、これらの骨変化は古人骨においても判
別が比較的容易である（①鈴木, 2003）。 
 縄文時代人骨の変形性関節症を対象とし
た古病理学的研究では、幾つかの興味深い症
例報告はあるものの、体系的な調査研究は僅
少である。申請者は以前、岩手県野々前貝塚
から出土した縄文晩期人骨の研究において、
多数の頸椎に重度の変形性関節症が生じて
いたことを見出したが（②佐伯ほか, 2016）、
比較可能な他遺跡の縄文時代人骨データに
乏しく、その古病理学・生活論的意義の解明
については今後の課題として残されていた。 
 
２．研究の目的 
 こうした研究動向を踏まえ、本研究では、
縄文時代人骨の椎骨と四肢骨に出現した変
形性関節症を調査し、縄文時代人の生活誌の
実態を解明することを目的とした。上述のよ
うに、縄文時代人の変形性関節症については
比較可能な情報が少ないため、基礎的データ
の収集につとめ、その上で、性差から性的分
業の有無を確かめられるか、出現頻度が上昇
する年齢はいつか、遺跡・立地により差がみ
られるか、地域差はみられるか、時期差はあ

るのか、といった 5 項目を検討することとし
た。 
 
３．研究の方法 
1）保存状態が良好な縄文時代人の成人椎骨
および四肢骨の関節面を詳細に観察し、変形
性関節症の出現状況を記録した。調査対象は、
バイオメカニクス研究や同位体食性分析の
先行研究が豊富な、東北地方から関東地方ま
での東日本縄文時代人を主体とした。変形性
関節症を観察・評価するプロトコルは、この
分野の先行研究で一般的に用いられている
③Jurmain（1990）の基準に準拠し、3 段階
のグレードで記録した。 
 
2）変形性関節症を調査した人骨について、
分析に用いるための属性情報として、性別、
年齢、主要な部位の計測、古病理学的形質（④
Ortner, 2003; ⑤ Aufderheide and 
Rodriguez-Martin, 1998）についての所見を
得た。また、縄文時代人との比較のため、地
域・立地などが関連する他の時代の人骨群に
ついても縄文時代人と同様の調査を実施し
た。 
 
3）発掘調査報告書・論文や研究機関の所蔵
人骨データベースなどから、人骨の帰属時期
と年代、出土遺跡の位置と立地、四肢骨のバ
イオメカニクス研究、炭素・窒素安定同位体
食性分析など、変形性関節症の分析に参考と
なる情報を収集した。 
 
４．研究成果 
 国立科学博物館、大船渡市立博物館、奥松
島縄文村歴史資料館、うきたむ風土記の丘歴
史資料館などを訪問し、東北・関東地方の縄
文時代人について、変形性関節症の出現状況
を調査した。現在、分析結果をまとめている
段階であるが、個々の遺跡の出土人骨につい
ては、調査結果の一部を論文・学会発表等で
報告している。以下に、これまで発表した研
究成果のうち、主要なものを記載する。 
 
1）大膳野南貝塚出土人骨の研究 
 房総半島西部に位置する千葉県大膳野南
遺跡から出土した縄文時代後期の埋葬人骨
31 体及び散乱人骨 130 点について、形態人類
学的および古病理学的検討を実施した。主な
所見は次の通りである。 
（1）埋葬人骨群は成人男性 4体、成人女性 8
体、性別不明成人 6体、小児 2体、幼児 2体、
新生児 9体から構成され、未成年とりわけ新
生児の多出が注目される。 
（2）成人の頭骨と四肢骨の形態学的特徴は
縄文時代人に広く見られる形質であり、身長
も縄文時代人の平均と大差なかった。 
（3）永久歯における齲歯の出現率は 23.6%
で、既報の縄文時代人の齲歯率（8〜11%）に
比べて明らかに高く、食性や口腔衛生に関す
る生活習慣に何かしらの特異性があったこ



とが示唆された。 
（4）エナメル質減形成の出現頻度は日本列
島の他の時代集団と比べて高い傾向にあり、
乳幼児期の生活環境が厳しかったことがう
かがわれた。 
（5）男性では椎骨の残存する 4 個体全てに
椎間関節炎が生じていたが、女性で椎間関節
炎がみられたのは 5個体のうち 2個体だけで
あることが判明した。椎間関節炎の出現状況
に男女差が存在する傾向について、縄文時代
における性的分業の存在を示唆する可能性
が想起された。 
 この成果は、論文として「Bulletin of the 
National Museum of Nature and Science 
Series D」（論文①）で発表した。 
 
2）神明貝塚出土人骨の研究 
 東京湾沿岸部では千葉県や神奈川県の貝
塚から多くの縄文時代人骨が見つかってい
るが、湾の最奥に位置する埼玉県における出
土例はごく少ない。2016 年の発掘調査で春日
部市神明貝塚から縄文時代後期の埋葬人骨 3
体が出土したが、これらは当該地域の縄文集
団の様相を理解する上で重要であると考え
られたので、形態学・古病理学分析などの人
類学的調査を実施した。主な所見は次の通り
である。 
（1）埋葬人骨群は、壮年～熟年の女性 3 体
である（1〜3 号人骨）。 
（2）比較的顔面頭蓋の保存状態が良い 1 号
および3号人骨では、低い顔高、四角い眼窩、
直線的な眼窩上縁など縄文時代人に一般的
な特徴が認められた。 
（3）3体中 2体に齲蝕が生じており、歯数に
基づく齲歯率は 6.5％（3／46 本）で、縄文
時代人の平均的な齲歯率（8.2～11.0％、⑥
Fujita, 1995 による）とほぼ同等であった。
（4）全ての個体にエナメル質減形成が出現
しており、これらの人骨が乳幼児期に低い健
康状態にあったことがうかがわれた。 
（5）変形性関節症に関し、3体中 2体の人骨
の頚椎に、重度の椎間関節炎を認めた。また、
1 体の人骨の下顎骨に、変形性顎関節症を認
めた。 
 この成果は、第 71 回日本人類学会大会（学
会発表②）および発掘調査報告書（図書②）
で発表した。 
 
3）長谷堂貝塚および野々前貝塚出土人骨の
研究 
 2012 年に東日本大震災復興事業の一環と
して大船渡市野々前貝塚にかかる個人住宅
浄化槽が建設された際、立会調査において縄
文時代晩期の人骨 5体が出土した。また 2014
年には、被災者住宅再建に伴う大船渡市長谷
堂貝塚の緊急発掘調査において、縄文時代晩
期人骨の人骨4体が出土した。このうち、野々
前貝塚から出土した人骨 4体（1、3、4、5号
人骨）については先行して人類学的研究を実
施し、分析結果を論文として報告済みである

（②佐伯ほか、2016)。今回、報告済み人骨
も含め、これらの人骨群の形態学的および古
病理学的特徴を検討した。主な所見は次のと
おりである。 
（1）野々前貝塚の縄文時代晩期人骨群は、
熟年男性 1体（1号）、周産期人骨 1体（2号）、
壮年後半から熟年前半の女性 1体（3号）、熟
年女性 1 体（4 号）、3 歳程度の幼児 1 体（5
号）からなる。また、長谷堂貝塚の縄文時代
晩期人骨群は、壮年前半の男性 1体、性別不
明の散乱成人骨 1 体、1 歳程度の乳児 1 体、
周産期人骨 1体の計 4体である。 
（2）野々前貝塚出土人骨の 1 号と 4 号では
比較的良好な頭蓋が保存されており、低い顔
高、起伏のある鼻根部、四角く上縁が直線的
な眼窩、シャベル形態を呈さない上顎中切歯
など縄文時代人に広くみられる特徴を備え
ていた。 
（3）野々前貝塚および長谷堂貝塚出土成人
骨の外耳道に明瞭な外耳道骨腫が認められ
た。外耳道骨腫の形成には冷水刺激が作用す
ると指摘されており、野々前貝塚および長谷
堂貝塚の人々が水中（潜水）ないし水面域で
の漁労活動をおこなっていた可能性が示唆
された。 
（4）野々前貝塚から出土した成人 3 体の頸
椎に重度の椎間関節炎が認められた。これは、
野々前貝塚の人々が、生前、頸部に強い負荷
のかかる生活環境にあったことを示唆する
ものである。一方、長谷堂貝塚出土成人骨の
頸椎に、重度の椎間関節炎は認められなかっ
た。両遺跡人骨群における椎間関節炎の出現
状況の相違は、長谷堂貝塚出土成人骨のほう
が野々前貝塚出土成人骨より年齢がやや若
いことに起因しているのかもしれないが、今
後検討を要する課題である。 
 この成果は、発掘調査報告書（図書①）で
発表した。 
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